
なぜこの ようなテ ーマに設 定したか というと 相沢の行 動には理 解しがた いことが 多い  

からであ る。例え ば相沢と 豊太郎が 昼食をと もにして エリスの 話をした 時、明ら かに  

豊太郎の 心の弱さ が悪いの に相沢は まったく 豊太郎の ことを責 めなかっ たことや 、エ  

リスに豊 太郎が帰 ることを 伝えた理 由などで ある。そ のなかで この「な ぜ相沢は エリ  

スに豊太 郎が帰る ことを伝 えたのか 」につい て考えを 深めるこ とにした 。  

 

このテー マに対し 自分が考 えだした 結論は「 豊太郎が 一時の感 情に流さ れ、道を 踏み  

外そうと している のを止め るため」 である。  

 

このこと について 人物像か らかんが えてゆく 。まず、 豊太郎。 豊太郎と いう人物 は本  

文の２６ ３ページ の「我と 我が心さ へ変はり やすきを も悟り得 たり」や ２６９ペ ージ  

の「外物 を捨てて 顧みぬほ どの勇気 ありしに あらず」 から判断 すると心 変わりの 激し  

い、勇気 のあまり 感じられ ない人間 とよみと れる。一 方相沢は ２８０ペ ージの豊 太郎  

との会話 から判断 すると友 達思いの いい人間 、また同 じような ことが豊 太郎を新 聞社  

の通信員 としたこ とからも 読み取れ る。また 相沢の人 生が順調 なことか ら一時の 感情  

に流され ることも ない人間 とよみと れる。  

 

ここで豊 太郎が直 面してい る状態に ついてが んがえる 。豊太郎 はエリス と出会い 、そ  

して関係 を深めて いく中に ありなが ら相沢の 日本に帰 るかとい う質問に 対しよく も考  

えず返事 をし、そ のことに ついて後 悔してい た。また 、以前豊 太郎は人 からの信 用を  

うしなっ ており、 今回のエ リスとの ことがば れてしま えばさら に信用を 失う事に なる  

のでばら えるわけ にはいか なかった 。そして 何より豊 太郎には エリスと 離れたく ない  

という強 い気持ち があった 。  

 

以上のこ とから考 えて相沢 は、豊太 郎はもし かしたら まだ日本 に帰るこ とをエリ スに  

伝えてい ないので はないか と考えた と考えら れる。よ って友達 思いであ る相沢は 豊太  

郎のかわ りにエリ スに豊太 郎が日本 に帰るこ とを伝え たと考え る。  

 

しかしこ のテーマ について はまだま だ不可解 なことが たくさん ある。例 えば豊太 郎に  

自分で伝 えさせた ほうが豊 太郎自身 のために なると相 沢は考え なかった のだろう か、  

相沢の日 本に帰る かという 質問に対 し即答し ていたし 、本文の ２９４ペ ージの「 滞留  

のあまり に久しけ れば、さ まざまの 係累もや あらんと 、相沢に 問いしに 、さるこ とな  

しと聞き て、落ち いたりと もたまふ 」などか ら判断で きるよう 相沢は、 豊太郎は もし  

かしたら まだ日本 に帰るこ とをエリ スに伝え ていない のではな いかとい うことは まっ  

たくうた がってい なかった ともとれ る。  



 

結論は「 豊太郎が 一時の感 情に流さ れ、道を 踏み外そ うとして いるのを 止めるた め」  

としたが ほかにも いろいろ な考え方 があると 思うので この論以 外でかん がえてい くの  

も面白い と思う。  

 


